
活躍する若手研究者
　昨年、鈴木章北海道大学名誉教授と根岸英一米パデュー大学特別教授が
ノーベル化学賞を受賞した。大学から発信された二人の技術が産業界で活
躍し、医薬品、液晶、太陽電池などの製品開発を支えている。こうした大
学・研究機関で行われている研究開発が産業界で生かされ、日本を代表す
る技術・製品を誕生させている。化学業界で注目される松尾豊東京大学特
任教授と唯美津木分子科学研究所准教授の研究を紹介する。

有機薄膜太陽電池の開発

有機薄膜太陽電池の性能を
向上させる有機材料

Ｘ線マイクロビームなどを用いて
金属触媒の微細な構造を解析する

東
京
大
学
松
尾
豊
特
任
教
授

分
子
科
学
研
究
所
唯
美
津
木
准
教
授

金属触媒の高機能化に貢献 フ
ラ
ー
レ
ン
誘
導
体
で
企
業
と
連
携
講
座

構
造
解
析
を
ベ
ー
ス
に
活
性
化
技
術
考
案

（ ） 　　 （第２部） ２０１１年 平成２３年 １０月３１日 月曜日 　　

ま
つ
お
・
ゆ
た
か
　

年
阪

大
基
礎
工
学
部
卒
、

年
阪

大
院
博
士
課
程
修
了
、
同
年

理
学
博
士
、
東
大
院
助
手
、

年
東
大
院
光
電
変
換
化
学

講
座
特
任
教
授
。

　
軽
く
て
曲
げ
ら
れ
る
次
世

代
太
陽
電
池
と
し
て
期
待
さ

れ
る
有
機
薄
膜
太
陽
電
池
。

実
用
化
に
向
け
て
着
々
と
歩

み
を
進
め
る
三
菱
化
学
の
研

究
活
動
を
支
え
る
の
は
、
同

社
が
東
京
大
学
に
開
設
し
た

社
会
連
携
講
座
「
光
電
変
換

化
学
講
座
」
の
研
究
チ
ー
ム

だ
。

　
講
座
の
研
究
テ
ー
マ
は
ず

ば
り
有
機
薄
膜
太
陽
電
池
の

開
発
だ
。
有
機
薄
膜
太
陽
電

池
を
構
成
す
る
材
料
は
２
種

類
あ
る
。
電
子
を
受
け
取
る

「
ア
ク
セ
プ
タ
ー
」
と
、
電

子
を
与
え
る
「
ド
ナ
ー
」

だ
。
講
座
が
主
な
研
究
対
象

に
し
て
い
る
の
は
ア
ク
セ
プ

タ
ー
だ
。

　
ア
ク
セ
プ
タ
ー
は
フ
ラ
ー

レ
ン
と
い
う
サ
ッ
カ
ー
ボ
ー

ル
の
よ
う
な
形
状
の
炭
素
化

合
物
を
ベ
ー
ス
に
し
た
分
子

構
造
を
持
っ
て
い
る
。
「
フ

ラ
ー
レ
ン
誘
導
体
」
と
呼
ば

れ
る
。
講
座
教
員
の
松
尾
豊

特
任
教
授
は
「
球
状
で
あ
る

た
め
に
望
み
の
化
合
物
を
合

成
す
る
こ
と
が
難
し
く
、
ド

ナ
ー
に
比
べ
て
圧
倒
的
に
研

究
例
が
少
な
い
」
と
指
摘
す

る
。
そ
れ
で
も
フ
ラ
ー
レ
ン

誘
導
体
は
有
機
薄
膜
太
陽
電

池
の
ア
ク
セ
プ
タ
ー
材
料
と

し
て
必
須
だ
。
有
機
薄
膜
太

陽
電
池
の
性
能
向
上
に
は
、

フ
ラ
ー
レ
ン
誘
導
体
の
開
発

を
避
け
て
通
れ
な
い
。
「
こ

の
ネ
ッ
ク
を
解
消
し
よ
う
と

い
う
の
が
講
座
の
大
き
な
狙

い
の
一
つ
」
と
い
う
。

　
フ
ラ
ー
レ
ン
誘
導
体
の
合

成
の
難
し
さ
は
、
新
し
い
反

応
を
開
発
す
る
こ
と
で
ク
リ

ア
し
た
。
そ
の
一
例
と
し

て
、
新
た
な
コ
ン
セ
プ
ト
を

持
っ
た
フ
ラ
ー
レ
ン
誘
導
体

の
合
成
に
成
功
し
た
。

　
フ
ラ
ー
レ
ン
そ
の
も
の
は

太
陽
電
池
と
し
て
高
い
電
圧

が
と
れ
な
い
。
フ
ラ
ー
レ
ン

に
化
合
物
を
結
合
さ
せ
る
と

電
圧
を
高
く
で
き
る
こ
と
は

知
ら
れ
て
い
た
が
、
結
合
し

た
化
合
物
が
か
さ
ば
る
と
今

度
は
電
流
が
低
く
な
っ
て
し

ま
う
。
高
性
能
な
太
陽
電
池

を
実
現
す
る
に
は
、
電
圧
と

電
流
の
両
方
が
高
い
方
が
望

ま
し
い
。

　
松
尾
特
任
教
授
は
、
そ
れ

ま
で
フ
ラ
ー
レ
ン
に
結
合
さ

せ
る
こ
と
が
難
し
か
っ
た
メ

チ
レ
ン
と
い
う
か
さ
ば
ら
な

い
化
合
物
を
結
合
さ
せ
る
こ

と
に
成
功
。
高
い
電
圧
で
か

つ
、
電
流
を
低
下
さ
せ
な
い

ア
ク
セ
プ
タ
ー
材
料
を
実
現

し
た
。
有
機
薄
膜
太
陽
電
池

の
ア
ク
セ
プ
タ
ー
材
料
の
高

性
能
化
、
ひ
い
て
は
変
換
効

率
の
向
上
に
つ
な
が
る
可
能

性
が
あ
る
。

　
か
さ
ば
ら
な
い
化
合
物
を

結
合
さ
せ
る
と
い
う
新
た
な

コ
ン
セ
プ
ト
の
フ
ラ
ー
レ
ン

誘
導
体
は
、
三
菱
化
学
本
体

で
研
究
対
象
に
な
っ
て
い
る

と
い
う
。

　
講
座
に
は
合
成
の
難
し
い

フ
ラ
ー
レ
ン
誘
導
体
を
扱
う

ノ
ウ
ハ
ウ
が
蓄
積
さ
れ
て
い

る
。
松
尾
特
任
教
授
は
「
有

機
薄
膜
太
陽
電
池
を
含
め
、

有
機
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
の

高
性
能
材
料
向
け
フ
ラ
ー
レ

ン
誘
導
体
の
開
発
で
世
界
ト

ッ
プ
を
走
っ
て
い
る
」
と
自

負
す
る
。

　
社
会
連
携
講
座
は
、
企
業

が
大
学
の
研
究
・
教
育
資
金

を
提
供
す
る
「
寄
付
講
座
」

と
基
本
的
に
は
同
じ
だ
が
、

教
員
を
企
業
か
ら
派
遣
す
る

の
で
は
な
く
、
大
学
か
ら
あ

て
る
と
い
う
点
で
異
な
る
。

学
生
の
教
育
を
重
視
し
た
新

た
な
研
究
教
育
の
あ
り
方
と

し
て
東
大
内
で
広
が
り
つ
つ

あ
る
。
松
尾
特
任
教
授
は
、

「
企
業
と
の
共
同
研
究
の
中

で
、
基
礎
に
も
応
用
に
も
興

味
を
持
っ
た
人
材
を
育
成
し

て
い
き
た
い
」
と
教
育
方
針

を
語
る
。

　
三
菱
化
学
は
有
機
薄
膜
太

陽
電
池
の
生
産
技
術
の
検
討

を
進
め
、
実
用
化
を
急
い
で

い
る
。
「
生
産
技
術
の
研
究

を
進
め
る
に
当
た
っ
て
、
改

善
す
べ
き
点
が
出
て
き
た
ら

対
応
し
た
い
。
そ
う
し
た
受

け
身
の
姿
勢
だ
け
で
な
く
、

ブ
レ
ー
ク
ス
ル
ー
す
る
よ
う

な
材
料
を
見
つ
け
出
し
て
積

極
的
に
提
案
し
て
い
き
た

い
」
と
、
松
尾
特
任
教
授
は

今
後
も
三
菱
化
学
を
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
す
る
考
え
だ
。

　
分
子
科
学
研
究
所
の
唯
美

津
木
准
教
授
は
、
金
属
触
媒

の
高
機
能
化
な
ど
に
つ
な
が

る
構
造
制
御
技
術
や
放
射
光

な
ど
を
用
い
た
微
細
な
構
造

解
析
な
ど
を
主
な
テ
ー
マ
と

す
る
。
触
媒
と
し
て
活
性
化

す
る
構
造
や
条
件
な
ど
の
解

明
や
、
マ
イ
ク
ロ
メ
ー
ト
ル

単
位
や
ナ
ノ
メ
ー
ト
ル
単
位

で
構
造
を
解
析
し
、
よ
り
効

率
的
に
機
能
す
る
新
た
な
触

媒
の
開
発
に
つ
な
げ
る
の
が

狙
い
。
触
媒
開
発
の
基
礎
的

な
部
分
を
担
う
女
性
若
手
研

究
者
と
し
て
、
革
新
的
な
触

媒
の
開
発
へ
の
貢
献
が
期
待

さ
れ
て
い
る
。

　
構
造
制
御
の
基
礎
研
究
で

は
鉄
や
ニ
ッ
ケ
ル
、
イ
リ
ジ

ウ
ム
な
ど
あ
ら
ゆ
る
金
属
錯

体
を
対
象
に
、
触
媒
と
し
て

ど
の
よ
う
に
働
く
の
か
、
ど

う
い
う
構
造
で
活
性
化
す
る

の
か
を
赤
外
線
や
Ｘ
線
な
ど

の
さ
ま
ざ
ま
な
光
線
を
用
い

て
解
明
す
る
。
ま
た
、
触
媒

で
反
応
さ
せ
る
メ
タ
ン
や
ア

ル
コ
ー
ル
な
ど
の
組
成
の
変

化
、
求
め
る
組
成
変
化
が
起

き
や
す
い
温
度
な
ど
の
条
件

も
調
べ
る
。

　
そ
の
結
果
を
基
に
触
媒
の

構
造
制
御
技
術
を
考
案
す

る
。
シ
リ
カ
や
ア
ル
ミ
ナ
な

ど
の
酸
化
物
の
表
面
に
金
属

錯
体
を
固
定
す
る
こ
と
で
構

造
変
化
を
起
こ
し
て
新
た
な

活
性
を
引
き
出
す
手
法
や
、

ル
テ
ニ
ウ
ム
な
ど
特
定
の
金

属
錯
体
の
形
状
を
同
じ
空
間

を
作
っ
て
特
定
の
触
媒
と
だ

け
反
応
す
る
構
造
設
計
手
法

な
ど
を
開
発
し
て
き
た
。

　
微
細
な
構
造
解
析
で
は
Ｘ

線
マ
イ
ク
ロ
ビ
ー
ム
な
ど
を

用
い
て
、
金
属
の
周
囲
に
あ

る
酸
素
や
カ
ー
ボ
ン
な
ど
の

原
子
の
数
や
、
金
属
触
媒
の

劣
化
原
因
な
ど
を
調
べ
る
。

特
に
、
同
じ
触
媒
で
も
劣
化

の
度
合
い
が
部
分
ご
と
に
異

な
る
場
合
が
あ
り
、
微
細
な

解
析
で
触
媒
を
構
成
す
る
粒

子
を
１
粒
ず
つ
調
べ
る
必
要

が
あ
る
。

　
研
究
内
容
は
触
媒
開
発
の

ベ
ー
ス
と
な
る
部
分
の
た

め
、
研
究
室
に
所
属
す
る
学

生
に
は
「
研
究
の
全
体
が
分

か
る
経
験
を
積
ま
せ
る
」

唯
准
教
授

こ
と
を
教
育

方
針
と
す
る
。
学
生
そ
れ
ぞ

れ
に
金
属
錯
体
の
種
類
ご
と

な
ど
で
テ
ー
マ
を
持
た
せ
、

酸
化
物
表
面
へ
の
固
定
か
ら

構
造
解
析
、
触
媒
反
応
の
調

査
ま
で
学
生
は
全
て
を
一
人

で
受
け
持
つ
。
有
機
・
無
機

化
学
、
物
理
化
学
な
ど
を
幅

広
く
カ
バ
ー
す
る
た
め
、
触

媒
以
外
の
分
野
で
も
応
用
が

利
き
や
す
い
人
材
が
育
つ
。

　
た
だ
、
若
手
研
究
者
は
研

究
室
に
所
属
す
る
学
生
の
確

保
に
苦
労
す
る
場
合
が
あ

る
。
日
本
の
大
学
院
生
は
出

身
大
学
の
研
究
室
に
所
属
す

る
こ
と
が
多
く
、
分
子
科
学

研
究
所
の
よ
う
な
大
学
で
は

な
い
研
究
機
関
は
研
究
者
が

大
学
な
ど
と
の
パ
イ
プ
を
作

る
時
間
が
必
要
だ
。

　
こ
う
し
た
状
況
も
あ
り
、

海
外
、
特
に
ア
ジ
ア
か
ら
学

生
を
確
保
す
る
動
き
が
加
速

し
て
い
る
。
唯
准
教
授
の
研

究
室
も
中
国
、
イ
ン
ド
、
タ

イ
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
と
多
国

籍
だ
。

　
さ
ら
に
、
女
性
な
ら
で
は

の
苦
労
も
あ
る
。
分
子
科
学

研
究
所
に
は
約

人
の
研
究

者
が
所
属
す
る
が
、
８
月
ま

で
唯
准
教
授
が
た
だ
一
人
の

女
性
研
究
者
だ
っ
た
。
学
会

や
研
究
成
果
を
評
価
す
る
審

査
会
な
ど
で
女
性
と
し
て
参

加
を
求
め
ら
れ
る
こ
と
も
多

く
、
参
加
す
る
に
は
そ
の
分

野
の
知
識
習
得
や
情
報
収
集

が
必
要
に
な
る
。
知
識
の
幅

を
広
げ
外
部
と
の
情
報
交
換

の
場
は
増
え
る
が
、
負
担
は

少
な
く
な
い
。
し
か
し
、
女

性
研
究
者
と
し
て
ア
ピ
ー
ル

す
る
こ
と
や
、
女
性
研
究
者

の
活
躍
の
場
を
広
げ
る
た
め

に
尽
力
す
る
。

　
研
究
環
境
で
は
「
日
本
全

体
で
長
期
的
な
研
究
へ
の
理

解
を
高
め
て
ほ
し
い
」

唯

准
教
授

と
強
調
す
る
。
研

究
資
金
の
獲
得
に
は
１
、
２

年
の
短
期
で
の
成
果
が
求
め

ら
れ
る
こ
と
が
多
く
、
斬
新

な
内
容
や
大
が
か
り
な
内
容

の
研
究
が
難
し
く
な
り
が
ち

だ
。
日
本
の
技
術
が
さ
ら
に

発
展
す
る
に
は
研
究
支
援
制

度
の
再
構
築
が
必
要
な
よ
う

だ
。

た
だ
・
み
づ
き
　

年
東
大

院
理
学
系
研
究
科
中
退
、
同

年
東
大
院
助
手
、

年
理
学

博
士
、
年
東
大
院
准
教
授
、

同
年
分
子
科
学
研
究
所
電
子

構
造
研
究
部
門
准
教
授
。


